
第22回 京大変人講座

プラスチックは
悪者か？！

京都大学国際科学イノベーション棟5階 HORIBAシンポジウムホール（変人バー：同会場 ホワイエ）
講演：無料｜変人バー：1,500円参加費

会　場

定　員 講演：250名 | 変人バー：50名  ※定員になり次第締め切ります

サーキュラーマテリアル：
循環型材料の可能性

主催 Supported by Supported by
ゴールド会員 シルバー会員
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お申し込みはこちらから
https://henjin-22nd.peatix.com



変人講座終了後に、同会場にて変人バーを開催します。
齋藤先生・俵太さんや他の参加者とともに、研究者や
変人たちの未来を語り合いましょう。

変人バー変人バーについて

※変人バーは参加費（￥1,500）があります。
※事前お申込みが必要です。ご注意ください。

「京大変人講座」
京大変人講座とは、京都大学に連綿と受け継が
れている「自由の学風」「変人のDNA」を世に広く
知ってもらうための講座です。2017年5月にス
タートし、京都大学学内での講義のみならず、企
業向け・高校生向けの特別出張講義など、のべ
40回以上開催してきました。
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「探偵！ナイトスクープ」「世界ふしぎ発見！」などの人気番組で活
躍。芸能プロダクションに所属せず、最初から個人事務所を立ち
上げ、企画・演出・制作もこなしていた芸能界の変人。現在は関
西大学、和歌山大学、高知大学、京都芸術大学、京都外国語大学で
教鞭をとるほか、書道家「俵越山」など活動は多岐にわたる。京大
変人講座では、「京大変人講座 ナビゲーター」として、ゲスト講師
の専門的過ぎる話を分かりやすくトランスレートする役割を担う。

「京大変人講座」とは

環境に良い材料を作りだすグリーンケミストリーとサーキュラー
エコノミーの専門家。2004年早稲田大学理工学研究科から博士
を授与。その後米国に渡り、2005から2007年までマサチュー
セッツ大学のグリーンケミストリー研究所で研究に従事。2007
年、Principal Investigator（PI）、研究室の主宰者として豪州モナッ
シュ大学に赴任し、2020年9月までTenured Associate Professorと
して、グリーンケミストリー、環境調和型ポリマー、プラスチック
研究を牽引。2015年10月から2019年3月までJSTさきがけ研究員
（兼任）に従事。2020年10月より現職。英国王立化学会フェロー。

都大学にゆかりのある「変人」な先生と、ナ
ビゲーター越前屋俵太さんによって進行す

る京大変人講座。今回ゲストにお迎えするのは、
京都大学 総合生存学館 教授 齋藤敬先生です。
齋藤先生は「プラスチックの専門家」です。今回の
変人講座は、全てのプラスチックは環境に良くない
から、減らさないといけないよねって話...ではない
ようです!  齋藤先生はこれまで、自然界由来原料
から作るバイオプラスチックや、勝手に傷が治るプ
ラスチックなど、グリーンケミストリー（環
境に優しい化学）の分野で研究を行なって
いました。その研究をすすめる上で「環境
に優しいって何だっけ？  それに、材料作り
だけなく、廃棄物を出さずに資源がずっと
めぐり続ける『仕組み』も大事なのでは？」
と考え始めた齋藤先生。現在は、理系文
系問わず様々なバックグラウンドを持つ学
生が研究室に集まり、ミクロな化学の視
点：グリーンケミストリーと、マクロな経済
の視点：サーキュラーエコノミー（循環型経
済）の両輪の研究で、環境問題に立ち向
かっています。専門性を突き詰めたら、分
野を越えた研究が始まった!  そんな齋藤
先生の研究への姿勢に迫ります。
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対象者京大変人講座の対象者

京大変人講座事務局（京大オリジナル株式会社）
メールアドレス：henjin@kyodai-original.co.jp

問い合わせ

齋藤 敬 Saito Kei
京都大学大学院 総合生存学館 教授

ゲスト講師

越前屋 俵太 Echizenya Hyota 
ナビゲーター

心のままに学び研究する生き方を
模索する学生・研究者の方0１

変人マインドを忘れたくない
すべての方々03

02 型にはまらない社員や生徒を
育てたい人事担当・先生

社会に「変人」がいることは、変人にとっ
ても、変人でないひとにとっても、とても
大切であると考えます。不確実な世界で生き延びる
ためには、「アホ」のように見える無駄を許し、多様
性を維持することが重要です。今の常識に照らして
「すぐに役立ちそうなこと」だけに注力していると、
想定外の激変に対処できないのではないでしょうか。
「変人」な先生たちのお話から、研究者の考え方・問い
の立て方・他人との対話の姿勢・そこから見えてくる
研究者たちの生き様や、変人と変人でないひとが共
存する京都大学の学風を感じ取ってください。そし
て、ご参加いただいたみなさんが、「変人」がいる豊
かな社会を作る仲間となることを期待しています。
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皆が米作りに勤しむのではなく

海に遊びに行ってナマコを

捕ってくるヤツも必要。

齋藤敬先生 公式サイトはこちら
https://www.saitolab.gsais.kyoto-u.ac.jp/
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https://www.kyodai-original.co.jp/henjin/

お申し込みはこちらから
https://henjin-22nd.peatix.com
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